
 

                        

 
小田原地下街の再生について  

 
１ 小田原地下街再生の方針  

小田原地下街は、小田原の地域資源やなりわい文化を体感することができる商

業のほか、市内各地域への回遊促進拠点としての役割を与え、再生を図る。 

 (1) 商業機能 

安心・安全な農産物や水産物、優れたものづくりの技術に裏打ちされた地場

産業など、小田原ならではの地域資源を生かし、小田原のなりわい文化を前面

に押し出すことで、来訪者にとって、感動や小田原の魅力発見の場となる商業

を展開する。 

 (2) 情報発信機能 

   小田原のなりわい文化のほか、小田原の歴史、文化などの情報発信源として

の機能を付加する。また、「小田原のなりわい文化」を掲げる商業と相まって、

「物（商品）」、「サービス」、「情報」など、地下街施設全体で小田原の魅力を発

信し、市内各地域への回遊を促す拠点とする。 

 

２ 今後の取り組み 

  平成 23 年度の施設再開を目途として、次の取り組みを進めていく。 

(1) 土地所有者であるＪＲ東日本との協議 

 (2) 地下街における商業・情報発信機能等の検討 

 (3) 運営主体の選定 

 (4) 施設改修方針の検討 

 
３ 事業スケジュール（案）  

 
平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度～ 

土地所有者間で

の協議  
 
     
 

 
    

  
   
 
 
 
 
 
  
 

ソフト施策（産

業間連携、情報

発信機能等）の

検討等  

       
 
 

    

運営主体の  
選定等  

 
 
 
   

再開に向けての

改装等  
      

 

年  度  
項  目  

維持管理・改修方針検討  改修・リニ

ューアル  

施設再開  

事業候補

者選定  
施設改修・

契約条件等

の協議

協 議  

中心市街地調査分析・
ソフト施策の検討  


